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１．はじめに 

 地球温暖化への寄与率が高いと考えられている CO2 は近年世界規模でその現況量が調査され，削減が検討されて

きている．しかし，地球観測規模で行われる CO2 濃度観測は，通常その地域における平均的な濃度の傾向を捕らえ

るために生活環境圏から離れた場所で行われており，人間生活などによって時々刻々と局所的に変化する CO2 の変

動を把握するものではない．本研究では生活環境圏を対象とした CO2 濃度について着目し，茨城県の日立市・古河

市・守谷市において長期観測を目標とした定点観測のシステム構築を行っており，現在日立市の観測は 3 年目に進

行している．今後更に数十年の継続的な観測を見越すために本論では，データ収集・分析の工夫，システム上の課

題，発生したトラブルと対処法等をまとめることで観測計画の基盤づくりを行うと共に，現段階での観測実績につ

いて報告する． 

 

２．観測概要  

 生活環境圏を対象とするとはいえ人 1人，車 1台通る程度の影響が観測されてしまうのは都市・地域スケールの

観測とは言い難い．本研究では周囲の樹高より高い建物の人の出入りが少ない屋上という条件に元づき，表-1 に示

すような観測システムの設置を行ってきた．観測システムは図-1 に示すような観測用百葉箱とデータ蓄積用パソコ

ンとで構成されており，百葉箱には CO2濃度計及び空気循環用のファンが搭載されている．  

 
３．観測の体系化  

 数十年の継続的な観測を目指す上ではデータの整理やシステムのメンテナンスといった作業が必要となってく

るためその作業を体系化する必要がある．そこで観測システム及びデータ蓄積・分析における現段階までの課題・

トラブルとそれに対する工夫・対策について表-2 にまとめた．特に太字で示した CO2濃度計と風向風速計のデータ

の表現について一例として 2009 年１月の日立のデータを図-2 に示す． 

 

４．観測実績  

古河・守谷の観測システムについては設置から日が浅いため、本論では日立の観測データについて中心的に検討

を行った。図-3 は 2008 年の CO2濃度の日平均値をグラフにしたものである．グローバルスケールでの観測では植生
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図-１ 観測用百葉箱 

表-１ 観測システム設置状況 
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の影響によって夏に CO2 濃度の値が下がる傾向にあるが本観測ではそのような傾向を読み取ることは難しい．一方

図-4 は 2008 年の日立市の 1月(冬)，4月（春），7月(夏)，10 月(秋)のデータについて，その月の平均的な1日の

CO2濃度変化のグラフを描いたものである．いずれの季節も昼に濃度が下がる傾向を示しており植生の影響がデータ

に反映されている可能性が示唆された． 

 

５．まとめ・課題  

 CO2濃度観測システムを 3地点に設置し現段階での課題点をまとめ，システム運用・データ蓄積の体系化を行った．

今後はデータを十分に蓄積した上で気温や湿度といった気象条件と合わせて観測地点毎のデータ分析を行い，都市

毎の CO2濃度の分布，変動状況を把握することを目標とする． 
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課題・トラブル 解決策 解決

停電によるデータ欠落・PCトラブル UPS設置による瞬間停電対策 済

バッテリー切れによるデータの欠落 バッテリー寿命の確認 済

百葉箱固定による作業効率の低下 百葉箱設計の改良 済

百葉箱の老朽化 防カビ剤、防腐剤入りの塗料の選定 済

連続稼動によるPCトラブル 小まめな状態のチェック・休止 未

百様箱内のファンのトラブル
小まめな状態のチェック
状態監視システムの検討

未

データ回収の手間に関する課題 インターネット通信によるデータ伝送 未

膨大な量のCO2濃度計データの蓄積

手法
専用の計算シート作成によって蓄積
手法を体系化

済

データ蓄積タイムスパンの誤差によ
る日ごとのデータ量のバラつき

時間毎のデータ平均化する計算シー
トを作成

済

風向風速計データとCO2濃度計デー

タとの結合・表現方法

風向をx,y成分に分解し、それぞれ風
速をかけた値を座標とするポイント
データに濃度値を付加した表現を検
討
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図-2 風向風速分布と CO2濃度(ポイント)  

表-2 課題・トラブルへの対応状況 
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図-3 2008 年の日平均 CO2濃度の推移(日立観測所) 図-4 各季節における 1日の平均的 CO2濃度変化  
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